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●斉	 	 唱 
 
ロータリーソング「今日も楽し」 

 
●本日のメニュー  
	 和風弁当	 大正館 
 
●本日のお客様  
	 第２７６０地区会員増強委員会 委員長	 石川勝彦様 
   
	 	 会 長 挨 拶  
 
	 最近のニュースでは、色んな事が言われております。韓国の

アジア大会では、日本サッカーの前哨戦が行われておりますし、 
デング熱やエボラ熱なども騒がれております。大変心配ではご

ざいます。一番関心を持ったのは、スコットランド独立について

です。明日が投票日でございます。 
	 イギリスの歴史について少し調べて参りました。イギリスは、イングランドがウェールズ

とスコットランド、北アイルランドと合併して、今のイギリスになりました。正式名称は、「グ

レートブリテン及び北アイルランド連合王国」でございます。スコットランドには、ネッシ

ーで有名なネス湖や、テニスの全英オープンが行われる場所もございます。１７０７年にイ

ギリスに合併されたわけでありますが、スコットランド地方につきましては、重税と圧政に

苦しんでいた歴史がございます。スコッチウイスキーが有名ですが、酒税が厳しくなったの

で、木の樽でウイスキーを密造していたのもあり、現在では木の樽で熟成させたウイスキー

が有名です。 
	 １９７９年のサッチャー政権では、炭坑の失業問題などの中で、厳しい政策に真っ先に立

たされていた時代もございます。その時分から独立の気配が高まってきまして、今回の独立

運動へ発展してきたのかなと思います。 

第２７０３回例会 平成２６年９月１７日(水) 



※三週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。  

	 この問題は、イギリスのみの問題ではなく、世界に影響する問題だと思います。他の国へ

も影響が出てしまうのではないかと危惧しております。明日、どういった結果になるか分か

りませんが、注目しております。 
	 

	 	 幹 事 報 告  
 
	 幹事報告をさせて頂きます。 
・	 例会変更等につきましては、幹事報告書の通りでございます

ので、よろしくお願い致します。	 

・	 先週に続きまして、広島豪雨災害の義援金箱をお回ししてお

りますので、ご協力をお願い致します。	 

・	 昨日、一昨日の清澤さんのお母様のご葬儀に際し、親睦活動委員会の皆様にはご協力頂き、

心より感謝申し上げます。ありがとうございました。	 

 

	  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
石橋	 嘉彦君	 	 石川地区会員増強委員長のご来訪、歓迎致します。 
伊藤	 正幸君	 	 平松太さんの横に座らせていただき、腰痛が少しよくなりました。 
山中	 寛三君	 	 昨日は、伊藤幹事さんの助けにより無事に西方寺の本堂の階段を降りて帰

ることが出来ました。有難うございました。 
長田	 昌昇君	 	 石川委員長、お久しぶりです。 
新美	 真司君	 	 長男が結婚しました。 
平松	 	 太君	 	 藤井達吉美術館にて行われていますメタルズに当社の加工した加工品が

ならんでいます。全加工の３Ｄ加工品レンズ型など、また見てやって下さ

い。 
山中	 寛紀君	 	 先日、竹中様に大変お世話になりました。 
  
 卓  話  
 
「クラブ活性化こそ会員増強の決め手	 〜今ラン

チからディナーへ〜」  
地区会員増強委員長	 石川勝彦様 

	 総会員数 69名 (内出席免除者 17名の内出席者 13名)出席者 54名 

	 出席対象者	 54／65名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 83.08％ 

	 欠席者 15名(病欠者 0名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 

伊藤正幸幹事 

石川勝彦様 



 
	 ご丁重なご紹介を預かりましてありがとうございます。伝統の碧南 RC に来てお話すると
は思っておりませんでしたので、緊張しておりますが、よろしくお願い致します。 
	 今回お話するテーマは、クラブ活性化こそ会員増強の決め手「今ランチからディナーへ」

という、敢えて疑問に思うテーマに致しました。会員増強と各クラブで言っておりますが、

入ってくる会員の方は多いのです。しかし、３年未満で退会される方も多いです。なぜ退会

されてしまうかといいますと、面白くないと言われ、ロータリーの本質を知らないまま、辞

められる方が多いのが現状です。 
	 RCは堅いイメージで、９５％のクラブが昼の同じ時間に例会をしております。愛知県では
８クラブが夜間例会をやっております。世界を見ますと、昼例会をしているのは５０％だそ

うです。朝、夜、土日に例会をしているクラブが多いのが現状でございます。このようにき

ちっとした例会をしているのは、日本特有なのかなと思います。 
	 これはテーマにも繋がるのですが、堅苦しくなく、楽しい例会にすれば会員も自然と増え

るのではないかと思います。 
	 会員の推移を調べてみました。 
	 海外では全盛期１２０万人いたのが現在では１１８万人と、特に増減はありません。中身

はといいますと、新興国は増加し、先進国は景気の低迷、会社数の減少、会員の高齢化など

の理由から減少しております。 
	 日本は、全盛期では１２万人でしたが現在は８８,０００人と減少しておりますので、何と
か１０万人まで増やそうと取り組んでおります。 
	 ２７６０地区では、全盛期では６,２００人ほどおりましたが、現在では４,８００人台で推
移しております。過去１４年間ずっと減少しておりましたが、基準となる今年の７月１日時

点で８名増加致しました。ようやく会員数の減少に歯止めがかかったのが現状です。この地

区は全国的にみても会員減少率も少なく、大変恵まれた地区でございます。 
	 立場的にこんな事を申し上げるのも問題かもしれませんが、名古屋 RC さんは会員増強を
ストップしております。会員の人数を決めて、これ以上は入れてやらんぞ、というような誇

りをもって活動していけば RCは生き残っていけるのではないかと思います。 
	 会員の減少理由として、会員の高齢化や支店の統廃合などが、私どものクラブに限らず、

全国あちこちでみられます。 
	 どうしてかを考えてみるのですが、単年度制の弊害だと思いますが、会長になるとがんば

るのですが、役目を終わられるとホッとしてお付き合いのクラブ活動になってしまいます。

どんなクラブにしたいのかを会員同士で話し合い、決めていくというのがこれからのクラブ

の在り方ではないかと思います。何となく活動しているクラブが多いような気が致します。 
	 RI会長やガバナーも言っておられますが、もう少し会員が楽しまなければいけないような
気が致します。もう既にきちっとした活動はできております。自己奉仕して、RCを自分自身
が楽しむ必要があるのかなと思います。私どものクラブは１５年ほど前からやっております

が、会員と家族を呼んでバーベキューをしております。とても楽しいです。ネクタイもない

ですし、気軽な服装で参加できます。このような事がないとロータリーを楽しめないのでは



ないかと思います。 
	 ロータリーはライオンズクラブなどに比べますと、何をやっているか分からない、知名度

が低い、と言われております。私どものクラブが参考になるか分かりませんが、バーベキュ

ーにロータリーと関わりのある方々をお呼びして、楽しみました。参加した人からは、ロー

タリーはもっと堅いと思っていたけど、堅くないねと言われました。とにかく楽しくないと

続かないと思います。 
	 事例をいくつかご紹介したいと思います。 
	 会員が多いだけがいいクラブではありません。大府RCは会員が１８名しかおりませんが、
以前インド旅行へ行ったそうです。１８名全員です。ロータリークラブじゃなければこんな

体験はできなかったと聞きました。ご家族にもロータリーの楽しさが伝わったようです。ま

た、例会も昼だけではつまらないからと毎回違うお店を予約して例会したらどうか、とも提

案をさせて頂きました。小さいクラブながらもがんばっているクラブはたくさんございます。

碧南RCさんは多くの会員が在籍しております。こんなに恵まれたクラブはないと思います。
日本の平均が４０名ですので、標準以上のクラブでございます。 
	 昨年、西尾から田中ガバナーが就任されましたが、だいたいガバナーがいるクラブは会員

が辞められるそうです。しかし、西尾 RC からは誰も辞めなかったそうです。秘訣をお聞き
したところ、色んな同好会を作って活動をしているそうです。昨年度は、有志で富士山に登

ろう会を作ったそうです。全員が富士山を登ったそうです。全員が登った事により、仲間意

識が芽生えたそうです。そのような楽しい活動をしていけば、例会に行かなければならない

ではなく、行きたいと思えるようになれば、会員増強といいますか会員維持は出来ると思っ

ております。 
	 立場上、色々なクラブにお邪魔させて頂きますが、色々なクラブに行けて大変楽しい思い

をさせて頂いております。今頃になって、やっとロータリーが分かってきたかな、と生意気

な気持ちになっております。結果として、皆さんから仕事を与えられる事は楽しいし、嬉し

い事であります。ロータリーを辞める大半の人が、仕事がないから辞めるそうです。 
	 会員増強に特攻薬はありません。しかし、楽しくないとロータリーではないと思います。

私が会長になった時のテーマを「今日も楽しく、明日も楽しく、いつまでも楽しく」にした

ところ、かなりバッシングを受けましたが、結果的には楽しい１年を過ごさせて頂き、それ

なりの評価を頂きました。 
	 碧南 RC さんも活動は既にされていると思いますので、ロータリアンがもっと楽しむよう
にして頂ければと思います。そうなれば地域の人にも理解されて、入会者も増えるのではな

いかと思います。本日はありがとうございました。 
 
 
 
 
 

次回例会案内	 
	 

平成２６年１０月１日（水）クラブフォーラム	  
米山奨学生	 マルティネス  リベラ	 リリアナ氏  


